
かほく市 産業建設部 災害復興対策課

大崎地区液状化対策に関する住民説明会

1 挨拶
2 液状化対策技術検討委員会の検討結果について
3 今後のスケジュール
4 液状化被害を受けた宅地の復旧などの支援について
5 大崎区長 挨拶
6 質疑応答

日時：令和８年１１月１０日（火） １９：００～
場所：大崎区民会館
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かほく市の被害状況
【令和６年能登半島地震】

• 発生時刻︓令和６年1月１日（月）
午後4時10分

• 規 模︓マグニチュード7.6
• 震 度︓最大震度７（志賀町）

【かほく市の最大震度】

震度５強
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かほく市の被害状況（罹災証明数の内訳）

【 死傷者 】 なし
【道路被害】 陥没、隆起、亀裂、道路側溝の破断 など
【上下水道】 上水道断水、下水道破損

合 計準半壊に
至らない準半壊小 計

（半壊以上）半壊中規模
半壊

大規模
半壊全壊罹災証明

判定内容

3,6863,342872571585859かほく市 全域

40222815159780738大崎地区
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河北潟

被害発生のメカニズム
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液状化対策におけるフロー図
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ボーリング調査
被害状況調査

液状化対策の
必要性の検証

インフラの復旧

復旧完了

液状化対策工法の
実証実験

被災者の
合意形成

液状化対策工事

必要性なし

合意

不合意

必要性あり

大崎、内日角、宇野気、上山田、七窪、横山、内高松
液状化被害の著しい地区を対象としたフロー

大崎地区
液状化対策地区として、再発防
止に向けた対策工法の実証実験
などを実施

七窪地区、内高松地区
ボーリング調査の結果、
液状化リスクの高い地区で
あると判定
ただし、内高松地区については、
住民悦明会により「液状化対策の
検証の必要性はなし」として
協議済

その他の地区
ボーリング調査の結果では、
液状化リスクは高くない地区で
あると判定

内日角、宇野気、
上山田、横山、

内高松



液状化判定 地震動の設定
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液状化対策の事業について



液状化対策検討エリアについて
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• 国直轄調査において、液状化被害可能性範囲を踏まえ、液状化対策検討エリアを以下のとおり設定した。

出典：国直轄調査成果報告資料より抜粋



◎

液状化対策工法の選定
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対策前の状態
(地下水位低下前)

対策後の状態
(地下水位低下後)

集排水管

宅地 道路

現況

宅地 道路

対策後

水路

(エリアA)現在の地下水位：地表面から約1.5m下
(エリアB)         〃 約0.6m下

水路

（エリアA）目標の地下水位：地表面から3m以上とする
（エリアB） 〃 1.5m以上とする

・「地下水位低下工法」は、地下水位を低下させて、非液状化層(液状化しにくい層)を
約3メートル以上とすることにより、液状化の被害を低減する工法です。

・道路下に集排水管を埋設することで「公共施設と宅地の一体的な液状化対策」が可能となります。

液状化対策工法（地下水位低下工法）
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液状化対策工法実証実験について
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実証実験を実施し対策工法の
効果・影響を観測・解析することとした

令和８年１月 ５日 実証実験開始（第１段階） 目標水位︓(エリアA)GL-2.0m、(エリアB)GL-1.0m
令和８年３月１８日 第２段階開始（最終段階） 目標水位︓(エリアA)GL-3.0m、(エリアB)GL-1.5m

8/21時点 GL-24.0mm（▲-5.8mm）

エリアA

エリアB



地下水位低下による簡易液状化判定結果
簡易液状化判定の検討結果

• 実証実験エリアにおいて、簡易液状化判定（建築基準）を用いた液
状化被害可能性の判定をおこなった。

• エリアＡは地下水位をGL-3.0ｍまで下げることで、「Ｃ」判定を抜
け、「Ｂ２」判定になることを確認した。【実験後水位：GL-3.5m】

• エリアＢは地下水位をGL-1.5ｍまで下げることで、 「Ｃ」判定を抜
け、「Ｂ3」判定になることを確認した。【実験後水位：GL-1.7m】 出典：宅地の液状化被害可能性判定に係る技術指針

平成２５年４月 国土交通省都市局都市安全課 P1７より抜粋、加筆

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

地
表
面
変
位
量
Dc
y(
cm

)

非液状化層 H1(m)

C

B3

B2

B1

A

無対策

地下水位低下_GL-2.0m

地下水位低下_GL-2.5m

地下水位低下_GL-3.0m
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1.95 23.7 C
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0.90 6.3 C
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地下水位
低下工法

〇エリアA 簡易液状化判定結果（建築基準） 〇エリアB 簡易液状化判定結果（建築基準）
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地下水位低下に伴う地盤沈下の計測結果（エリアA）
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地下水位低下に伴う地盤沈下の計測結果（エリアB）
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地下水位低下範囲・低下量について
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3次元浸透流解析の検討結果

• ３次元浸透流解析モデルによれば、エリアAでは実験第2段階（集水管の排水水位GL-3.8m）において集水管から離隔
60m程度まで、顕著に水位低下が及ぶことを確認した。

• エリアBでも実験第2段階（集水管の排水水位GL-2.5m）において水位低下が及ぶことを確認した。但し、止水矢板が
あるため離隔は不明である。

図 地下水位低下範囲・低下量の計算結果

盛土
海岸平野堆積物
Asd(旧砂丘)
Asd(新砂丘)
Ac(粘性土)

︓ 計算地下水面（2026/5/18）
︓ 計算地下水面（2026/1/1）

〇-S〇〇 ▼ X.XXm︓ 2026/5/18実測水位
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地下水低下工法 集水管配置基本計画（案）
－ 液状化対策検討エリア
--- エリアA、Bの境界線

集水管
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エリアA

エリアB

大和道路

大崎区民会館

西部承水路



※市街地液状化対策推進ガイダンス(国土交通省都市局交通安全課)に準ずる

事前家屋調査
建
物
所
有
者
か
ら
の
請
求

事後家屋調査

a c

＜費用負担の条件（例）＞
3/1000以上の変形量かつ、事後における変化量が６割を超える

有(50%)

無要

要

費用負担の減額方法

有(33%)

D=（a-c）/c

a
D

c要

変化量 b=2mm

変化量 b=2mm

変化量 b=2mm

液状化対策事業 建物補償（案）
集
水
管
工
事
完
了
・
地
下
水
低
下
開
始

-17-



-18-

備 考補償対象の有無

・地下水位低下工法の実施後の傾斜が
3/1,000以上となった場合〇建物

・塀、カーポート、鍬止ブロックは対象

・その他工作物においては協議の上決定
△工作物

〇給排水施設
電気・ガス等

・生活用水等として使用している井戸を対象
・井戸が使用できなくなった場合△井戸

※市街地液状化対策推進ガイダンス(国土交通省都市局交通安全課)に準ずる

【地下水低下工法に起因する地盤変動により生じた建物等の損害について】
補償期間：地下水位低下開始から1年間

液状化対策事業 建物補償（案）



内 容時 期
液状化防止対策事業エリアに関する説明会11月10日（本日）
事業要望エリアの地元選定
詳細設計業務・家屋調査エリア選定後

液状化対策工事開始（第１ブロック）令和９年度
地下水低下開始（第１ブロック）
１年間のモニタリング調査（地下水・沈下状況）令和１０年度

災害復旧工事（下水道、水道、道路）液状化対策実施後
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今後の予定
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道路災害復旧箇所（平面図）
市道災害復旧箇所

4553

4555

4554

4558

4556

4559

4552

4560 4562

道路災害復旧計画について



宅地の復旧・住宅の傾斜修復等への支援 担当：都市建設課（076-283-7104）-21-

沈下・傾斜した建物の復旧工法


